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十
月
十
六
日
「
第
64
回
千
葉
県
俳
句
大

会
」
を
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。
第
61
回
は

台
風
の
襲
来
、
第
62
回
、
63
回
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
で
大
会
を
開
け
ず
、
今

年
は
四
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
る
。
昨
年
は
大

会
と
同
日
、
同
場
所
で
の
一
般
の
部
の
受
賞

者
だ
け
の
授
賞
式
。
以
前
の
二
年
は
文
音
句
会
形
式
の
開
催
と
な
っ
た
。
久
し
ぶ
り

の
皆
様
と
の
出
会
い
。
だ
が
未
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
消
滅
せ
ず
、そ
の
影
響
も
あ
り
、

一
般
の
部
の
応
募
者
が
減
少
の
二
五
八
名
。
総
応
募
句
数
も
八
八
二
句
と
大
幅
に
少

な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
比
し
て
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
、
関
係
者
の
多
大
な
る
ご
協
力
を

得
て
、
中
学
生
小
学
生
よ
り
一
二
九
五
句
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
大
会
当
日
は
一
般
の
部
参
加
者
と
と
も
に
、
表
彰
を
受
け
る
生
徒
た
ち
が
付
き
添
い

の
保
護
者
を
伴
っ
て
多
く
参
加
。
静
か
な
中
に
も
華
や
い
だ
明
る
さ
の
あ
る
大
会
と
な

り
得
た
と
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

　
今
回
は
改
め
て
外
部
よ
り
講
師
を
招
か
ず
、
秋
尾
敏
副
会
長
に
講
演
の
労
を
と
っ
て

い
た
だ
い
た
。
千
葉
の
俳
壇
の
歴
史
を
資
料
に
添
っ
て
の
講
話
の
中
に
、
い
ま
そ
の
場

に
立
つ
よ
う
な
親
し
さ
を
覚
え
、
古
き
人
に
は
回
顧
を
、
新
し
き
人
に
は
新
し
き
知
識

を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
受
け
止
め
て
貰
え
た
と
の
思
い
が
し
き
り
で
あ
る
。

　
来
賓
の
ご
祝
辞
、
表
彰
も
滞
り
な
く
終
り
、
午
後
か
ら
は
、
当
日
発
表
の
席
題
で
の

句
会
。
役
員
に
よ
る
選
句
、
披
講
、
選
評
、
表
彰
を
経
て
、
無
事
一
日
の
開
催
を
終
え
た
。

選
者
の
方
々
、
前
日
か
ら
準
備
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
役
員
の
皆
様
に
、
改
め
て
厚

く
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
明
日
か
ら
新
し
い
年
が
始
ま
る
。

実
行
委
員
長
　
増
成
栗
人

増成栗人　実行委員長

千
葉
・
県
民
芸
術
祭 

第
64
回
千
葉
県
俳
句
大
会

　
　
大
会
参
加
者
、
役
員
へ
の
感
謝
を
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千
葉
・
県
民
芸
術
祭 

第
64
回
千
葉
県
俳
句
大
会

　【
一
般
の
部
】

　
　
　
雑
詠
入
賞
者

千
葉
県
知
事
賞

　

噴
水
の
て
っ
ぺ
ん
水
が
水
を
揉
む

君
津　

石
井
紀
美
子

千
葉
県
議
会
議
長
賞

　

草
を
出
て
草
よ
り
青
き
螇
蚸
か
な

松
戸　

祐　
　

森
司

千
葉
県
教
育
長
賞

　

青
葡
萄
詩
あ
る
か
ぎ
り
未
来
あ
り

稲
敷　

岡
澤　

田
鶴

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
賞

　

群
青
の
海
さ
ん
さ
ん
と
枇
杷
熟
す我

孫
子　

小
林　

菊
江

千
葉
日
報
社
賞

　

永
き
日
を
河
馬
の
欠
伸
の
中
に
い
る千

葉　

徳
吉
洋
二
郎

千
葉
市
観
光
協
会
長
賞

　

暮
れ
て
ゆ
く
波
音
ば
か
り
月
見
草木

更
津　

川
合　

憲
子

優 

秀 

賞

　

麦
の
秋
塩
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
い
う
甘
さ松

戸　

岩
佐　
　

梢

　

蛍
と
び
闇
の
や
さ
し
く
な
り
に
け
り

我
孫
子　

相
川　
　

健

　

立
話
日
傘
の
向
き
を
少
し
変
へ

柏　

稲
多
た
え
子

　

ふ
る
さ
と
の
山
の
心
音
滴
れ
り

松
戸　

浪
岡　
　

玄

　

薔
薇
園
に
座
し
湯
あ
た
り
の
や
う
に
ゐ
る

松
戸　

西
野　

桂
子

　

一
湾
と
光
り
合
ふ
空
枇
杷
熟
る
る

市
川　

高
久　
　

正

　

空
き
缶
を
蹴
れ
ば
西
日
の
落
ち
に
け
り柏　

斎
藤　

信
一

　

紙
魚
は
し
る
奨
学
金
の
完
済
簿

川
口　

吉
永
寿
美
子

　

サ
ン
グ
ラ
ス
一
直
線
に
歩
み
く
る八

千
代　

 

前
北
か
お
る

秀 

逸 

賞

　

身
の
透
く
る
ま
で
新
緑
に
深
入
り
す

柏　

藤
岡　

貞
夫

　

川
底
に
火
の
揺
れ
て
ゐ
る
広
島
忌

千
葉　

岡
本　

秀
子

　

渡
し
場
に
名
の
み
遺
り
て
葦
茂
る八

千
代　

大
久
保
文
夫

　

白
南
風
や
ひ
か
り
の
中
の
岬
馬

葛
飾　

頓
所　

友
枝

　

篝
火
の
爆
ぜ
て
鵜
匠
が
闇
に
浮
く

松
戸　

良
知　

悦
郎

　

明
日
の
色
ほ
の
か
に
見
せ
て
ゆ
す
ら
う
め

千
葉　

進
藤　

道
子

　

龍
天
に
登
る
勢
い
鉋
屑

野
田　

大
澤　

重
市

　

大
空
へ
鉄
砲
百
合
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

浦
安　

岩
本　

純
子

佳 
作 
賞

　

須
崎　

輝
男　
　
　

坂
間　

恒
子　
　
　

染
谷　
　

卓

　

東　
　
　

昇　
　
　

芦
刈　
　

茜　
　
　

大
越　

葉
子

　

中
村　

世
都　
　
　

竹
原
新
一
郎　
　
　

滝
口　

滋
子

　

猪
瀬　

達
朗　
　
　

奥
村　

利
夫　
　
　

増
成　

栗
人

　

山
田
た
か
し　
　
　

中
山　

和
子

　
　
（
応
募
数　

四
四
一
組　

八
八
二
句
）

　【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・
小
学
生
の
部
】

千
葉
県
教
育
長
賞

　

花
よ
り
も
日
の
あ
る
と
こ
ろ
秋
の
ち
ょ
う

市
原
市
立
ち
は
ら
台
桜
小
三
年　

加
藤　
　

朱
希

千
葉
市
教
育
長
賞

　

た
ん
ぽ
ぽ
や
わ
ら
っ
て
い
る
の
な
い
て
る
の

市
原
市
立
ち
は
ら
台
桜
小
三
年　

濱
島　
　

英
太

千
葉
県
芸
術
文
化
団
体
協
議
会
長
賞

　

フ
ク
イ
サ
ウ
ル
ス
と
目
が
合
う
夏
休
み

木
更
津
市
立
祇
園
小
五
年　

加
藤　
　

彩
葉

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
長
賞

　

あ
お
そ
ら
が
く
も
の
ふ
と
ん
を
か
ぶ
っ
て
る

木
更
津
市
立
祇
園
小
三
年　

小
比
類
巻
蒼
志

千
葉
県
俳
句
大
会
委
員
長
賞

　

あ
せ
で
ぬ
れ
赤
白
ぼ
う
の
色
が
こ
い

流
山
市
立
小
山
小
三
年　

北
沢　
　

紗
良

優 

秀 

賞

　
　

木
更
津
市
立
真
舟
小
三
年　
　
　
　

五
十
嵐
依
知
花

　
　

市
原
市
立
ち
は
ら
台
桜
小
五
年　
　

魚
住　
　

心
紬

　
　

木
更
津
市
立
祇
園
小
三
年　
　
　
　

成
川　

朔
太
郎

　
　

市
原
市
立
ち
は
ら
台
桜
小
三
年　
　

杉
原　
　

凜
香

　
　

市
原
市
立
ち
は
ら
台
桜
小
四
年　
　

及
川　
　

陽
太

　
　

市
原
市
立
ち
は
ら
台
桜
小
四
年　
　

太
田　
　
　

百

　
　

市
原
市
立
ち
は
ら
台
桜
小
五
年　
　

湯
浅　

茉
莉
愛

　
　

木
更
津
市
立
南
清
小
三
年　
　
　
　

鶴
岡　
　

葵
子

　
　

市
原
市
立
ち
は
ら
台
桜
小
三
年　
　

近
藤　
　
　

弦

　
　

市
原
市
立
ち
は
ら
台
桜
小
四
年　
　

沼
田　
　

健
斗

　
　

木
更
津
市
立
祇
園
小
三
年　
　
　
　

戸
田　
　

雄
飛

　
　

木
更
津
市
立
祇
園
小
三
年　
　
　
　

嶋
田　
　

豊
基

　
　

木
更
津
市
立
祇
園
小
三
年　
　
　
　

河
野　
　

紗
音

　
　

木
更
津
市
立
南
清
小
三
年　
　
　
　

石
崎　
　

駿
介

　
　

木
更
津
市
立
南
清
小
三
年　
　
　
　

木
内　
　

康
太

　
　
（
応
募
数　

五
八
八
句
）

千葉県知事賞
石井紀美子氏
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十
月
十
六
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
て
第
六
十
四
回
千
葉
県

俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
第
六
十
一
回
は
台
風
に
よ
る

中
止
、
第
六
十
二
回
、
第
六
十
三
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

集
会
し
て
の
大
会
は
四
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
会

場
の
千
葉
県
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
は
、
五
十
二
名
の
当

日
句
投
句
者
の
ほ
か
、
多
数
の
小
中
学
生
、
保
護
者
が
詰

め
か
け
た
。

　
九
時
三
十
分
受
付
が
開
始
さ
れ
、同
時
に「
天
の
川
」「
柿
」

の
席
題
が
発
表
さ
れ
た
。
十
一
時
投
句
締
切
、
石
井
紀
美

子
理
事
長
の
司
会
で
式
典
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
増
成
栗
人

実
行
委
員
長
の
開
会
の
辞
に
続
い
て
、
千
葉
県
俳
句
作
家

協
会
か
ら
能
村
研
三
会
長
が
挨
拶
し
た
。
同
じ
く
主
催
者

の
千
葉
県
か
ら
赤
池
正
好
環
境
生
活
部
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

局
文
化
振
興
課
長
が
挨
拶
、
さ
ら
に
来
賓
の
千
葉
市
議
会

議
長
川
村
博
章
氏
、
千
葉
市
文
化
連
盟
会
長
藤
代
謙
二
氏
、

千
葉
日
報
社
代
表
取
締
役
大
澤
克
之
助
氏
か
ら
は
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

　
引
き
続
き
表
彰
式
へ
と
移
り
、
一
般
の
部
、
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
の
順
に
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
一
般
の
部
に
は
四
四
一

組
八
八
二
句
の
投
句
が
あ
っ
た
。
読
み
上
げ
は
加
藤
峰
子

事
務
局
長
が
担
当
し
、
能
村
研
三
会
長
が
登
壇
し
て
講
評

を
述
べ
た
。
な
お
、
受
賞
作
は
別
に
掲
げ
た
通
り
。
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
に
は
小
学
生
五
八
八
句
、
中
学
生
七
〇
七
句
の

投
句
が
あ
っ
た
。
中
村
世
都
事
務
局
次
長
が
読
み
上
げ
、

北
川
昭
久
副
会
長
が
講
評
し
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
十
三
時
三
十
分
に
再
開
。
午
後
の

司
会
は
染
谷
卓
理
事
が
担
当
、
講
師
の
秋
尾
敏
副
会
長
を

紹
介
し
た
。
秋
尾
副
会
長
は
、「
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会

の
歴
史
」
と
い
う
題
で
、
草
創
期
の
当
協
会
を
振
り
返
っ

た
。
昭
和
三
十
年
代
に
千
葉
県
俳
句
作
家
ク
ラ
ブ
が
結
成

さ
れ
、
そ
れ
が
発
展
解
消
し
当
協
会
と
な
っ
た
経
緯
を
語

り
起
こ
し
た
。
田
中
午
次
郎
、
杉
本
北
柿
、
柴
田
白
葉
女

な
ど
、
俳
句
作
家
ク
ラ
ブ
時
代
以
来
の
功
労
者
の
足
跡
が

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
司
会
は
髙
橋
健
文
副
理
事
長
に
交
代
し
、
当
日

句
の
俳
句
会
を
行
っ
た
。
披
講
を
村
上
喜
代
子
理
事
、
前

北
か
お
る
理
事
が
担
当
、
採
点
は
松
本
よ
し
彦
、
石
橋
み

ち
こ
、
滝
口
滋
子
、
清
水
佑
実
子
、
平
岡
育
也
の
各
理
事

が
担
当
し
た
。
集
計
結
果
の
発
表
と
表
彰
に
続
い
て
、
増

成
栗
人
副
会
長
か
ら
講
評
が
あ
っ
た
。
最
後
に
北
川
昭
久

副
会
長
か
ら
閉
会
挨
拶
が

あ
り
、
つ
つ
が
な
く
お
開

き
と
な
っ
た
。
な
お
、
事

前
準
備
か
ら
当
日
の
裏
方

ま
で
を
、
祐
森
司
事
務
局

長
、
稗
田
寿
明
理
事
が
担

当
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
進
行

を
支
え
た
。

　【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・
中
学
生
の
部
】

千
葉
県
教
育
長
賞

　

川
遊
び
苔
の
感
触
持
ち
帰
る

佐
倉
市
立
志
津
中
一
年　

下
山　

晄
央

千
葉
市
教
育
長
賞

　

夕
焼
け
が
絵
の
具
の
よ
う
に
に
じ
ん
で
く

流
山
市
立
南
流
山
中
一
年　

戸
邉
ひ
な
た

千
葉
県
芸
術
文
化
団
体
協
議
会
長
賞

　

朝
焼
け
を
背
負
っ
た
雲
が
一
つ
あ
る

流
山
市
立
南
流
山
中
一
年　

加
藤　

瑛
太

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
長
賞

　

キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
う
横
顔
汗
光
る

流
山
市
立
南
部
中
三
年　

板
﨑
い
ぶ
き

千
葉
県
俳
句
大
会
委
員
長
賞

　

風
薫
る
ホ
ー
ル
に
響
く
四
分
音
符

流
山
市
立
南
部
中
二
年　

小
田　

部
悠

優 

秀 

賞

　
　
　

流
山
市
立
南
流
山
中
一
年　
　
　
　

松
田　

梨
愛

　
　
　

流
山
市
立
南
流
山
中
一
年　
　
　
　

頼
木
さ
く
ら

　
　
　

流
山
市
立
南
部
中
三
年　
　
　
　
　

佐
藤
凛
々
花

　
　
　

流
山
市
立
南
部
中
三
年　
　
　
　
　

相
田　

百
葉

　
　
　

流
山
市
立
南
部
中
一
年　
　
　
　
　

東
屋　

祐
希

　
　
　

木
更
津
市
立
第
三
中
三
年　
　
　
　

滝
口　

悠
真

　
　
　

流
山
市
立
南
流
山
中
二
年　
　
　
　

加
藤　

早
瑛

　
　
　

流
山
市
立
南
流
山
中
一
年　
　
　
　

浅
井　

惇
世

　
　
　

流
山
市
立
南
流
山
中
二
年　
　
　
　

太
田　

七
海

　
　
　

流
山
市
立
南
流
山
中
二
年　
　
　
　

伊
藤　

風
音

　
　
　

流
山
市
立
南
流
山
中
二
年　
　
　
　

尾
崎　

友
祐

　
　
　

流
山
市
立
南
流
山
中
一
年　
　
　
　

岩
田　

優
羽

　
　
　

流
山
市
立
南
流
山
中
一
年　
　
　
　

外
山　

理
那

　
　
　

流
山
市
立
南
部
中
一
年　
　
　
　
　

古
川　

芽
衣

　
　
　

流
山
市
立
南
部
中
三
年　
　
　
　
　

笹
野　

春
香

　
　
（
応
募
数　

七
〇
七
句
）

挨拶する能村研三会長

講演する秋尾敏副会長

千葉市長賞　増成栗人氏
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◆
【
当
日
句
】　
席
題
「
柿
」「
天
の
川
」

千
葉
市
長
賞

　

一
軒
の
家
を
ま
る
ご
と
柿
簾　
　
　
　
　

増
成　

栗
人

千
葉
市
議
会
議
長
賞

　

好
き
な
だ
け
歩
か
う
奈
良
の
柿
日
和　
　

飯
田　
　

晴

千
葉
市
教
育
長
賞

　

鉄
道
の
日
の
久
留
里
線
柿
日
和　
　
　
　

前
北
か
お
る

千
葉
市
文
化
連
盟
会
長
賞

　

遠
き
日
を
な
が
な
が
廻
し
柿
を
剥
く　
　

藤
岡　

貞
夫

千
葉
テ
レ
ビ
放
送
賞

　

大
橋
を
越
え
て
尾
灯
は
銀
漢
へ　
　
　
　

茶
谷　

静
子

優 

秀 

賞

　

銀
河
濃
き
村
に
涙
を
置
い
て
く
る　
　
　

石
井
紀
美
子

　

た
も
と
ほ
る
大
和
古
道
や
柿
日
和　
　
　

大
久
保
文
夫

　

野
島
崎
垂
直
に
立
つ
天
の
川　
　
　
　
　

井
土
絵
理
子

　

機
嫌
よ
く
送
り
て
く
れ
し
柿
の
家　
　
　

本
堂　

良
衣

　

潮
騒
の
ひ
び
く
松
原
銀
河
濃
し　
　
　
　

松
本
よ
し
彦

秀 

逸 

賞

　

柿
落
ち
て
あ
を
す
ぎ
る
空
残
り
け
り　
　

良
知　

悦
郎

　

天
の
川
こ
れ
も
動
脈
か
も
し
れ
ぬ　
　
　

祐　
　

森
司

　

手
賀
沼
の
こ
と
さ
ら
暗
く
天
の
川　
　
　

染
谷　
　

卓

　

弓
な
り
に
反
る
列
島
や
柿
す
だ
れ　
　
　

髙
橋　

健
文

　

柿
日
和
作
務
衣
の
つ
か
ふ
竹
箒　
　
　
　

中
村　

世
都

佳
　
作

　

朽
ち
て
な
お
兵
士
の
墓
標
木
守
柿　
　
　

徳
吉
洋
二
郎

　

人
の
声
重
ね
て
届
く
天
の
川　
　
　
　
　

平
岡　

育
也

　

日
蓮
の
生
誕
の
地
や
銀
河
濃
し　
　
　
　

岡
澤　

田
鶴

　

柿
を
剥
く
親
子
三
代
長
廊
下　
　
　
　
　

金
子
日
出
子

　

柿
を
捥
ぐ
熱
き
火
球
を
つ
か
む
ご
と　
　

斉
藤　

信
一

　

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
で
は
、
九
月
二
十
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
、
そ
ご
う
千
葉
店
地
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お

い
て
、
俳
句
短
冊
展
を
行
っ
た
。
協
会
役
員
、
理
事
の
色

紙
や
短
冊
、
二
十
四
点
が
、
写
真
と
と
も
に
展
示
さ
れ
た
。

会
場
は
人
通
り
の
多
い
連
絡
通
路
に
あ
た
り
、
た
く
さ
ん

の
買
い
物
客
ら
が
足
を
留
め
て
い
た
。
出
品
作
品
は
以
下

の
通
り
。

　

画
廊
よ
り
つ
い
て
来
た
り
し
秋
思
か
な　

能
村　

研
三

　

こ
の
山
の
鬼
の
捨
て
子
に
宵
の
来
て　
　

増
成　

栗
人

　

爽
籟
は
神
の
併
走
汐
を
踏
む　
　
　
　
　

秋
尾　
　

敏

　

蔓
踏
ん
で
富
士
塚
に
あ
る
秋
の
声　
　
　

北
川　

昭
久

　

単
線
の
暇
な
枕
木
小
鳥
く
る　
　
　
　
　

石
井
紀
美
子

　

本
立
て
に
本
寄
り
か
か
る
十
三
夜　
　
　

髙
橋　

健
文

　

一
灯
の
ラ
ン
タ
ン
を
買
ひ
菊
を
か
ふ　
　

加
藤　

峰
子

　
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
五
臓
に
ひ
び
く
秋
日
和　

中
村　

世
都

　

脱
稿
の
ま
ど
ろ
み
真
夜
の
茶
立
虫　
　
　

三
浦　
　

侃

　

甲
斐
大
和
笹
子
初
狩
秋
の
暮　
　
　
　
　

前
北
か
お
る

　

色
鳥
や
森
は
い
つ
で
も
開
い
て
を
り　
　

石
橋
み
ち
こ

　

秋
草
を
舌
に
か
ら
め
る
牝
牛
か
な　
　
　

鎌
田　

光
恵

　

落
花
生
如
で
て
北
総
び
い
き
か
な　
　
　

清
水
佑
実
子

　

落
葉
松
の
音
無
く
降
り
て
白
秋
忌　
　
　

す
ず
き
巴
里

　

猛
る
天
い
き
な
り
秋
を
産
み
落
と
す　
　

髙
橋　

宗
史

　

ど
こ
ま
で
も
青
空
法
師
蝉
し
ぐ
れ　
　
　

染
谷　
　

卓

　

大
き
鯉
跳
ね
て
秋
色
深
め
け
り　
　
　
　

滝
口　

滋
子

　

二
日
目
の
カ
レ
ー
出
て
く
る
台
風
過　
　

稗
田　

寿
明

　

ど
ん
ぐ
り
の
ノ
ギ
ス
で
計
る
胴
回
り　
　

平
岡　

育
也

　

小
鳥
来
る
備
前
の
里
の
古
社　
　
　
　
　

松
本
よ
し
彦

　

天
地
創
造
風
の
ふ
く
べ
に
よ
き
く
び
れ　

村
上
喜
代
子

　

鰯
雲
す
こ
し
重
た
き
ふ
く
ら
は
ぎ　
　
　

祐　
　

森
司

　

歩
く
な
ら
月
の
い
ち
ば
ん
近
く
ま
で　
　

飯
田　
　

晴

　

秋
蝶
の
し
も
ふ
さ
に
生
れ
吹
か
れ
け
り　

望
月　

百
代

千
葉
県
民
芸
術
祭
・
俳
句
短
冊
展
『
秋
を
詠
む
』
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令
和
四
年
度

秋
季
吟
行
会

佐
原

　
　
吟 
行 
記

　
九
月
十
五
日
（
木
）、
朝
か
ら
の
快
晴
で
「
秋
暑
し
」
の

気
候
。
九
月
中
旬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
暑
い
夏
の
延
長
の

よ
う
な
吟
行
と
な
っ
た
。

　
当
日
、
朝
九
時
十
一
分
着
の
佐
原
駅
で
、
ほ
と
ん
ど
の

参
加
者
が
集
合
。
佐
原
中
央
公
民
館
で
の
会
場
設
営
の
方

以
外
は
、
早
速
、
配
ら
れ
た
佐
原
町
並
み
交
流
館
の
「
佐

原
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
」
の
パ
ン
フ
を
手
に
、
吟
行
に
出
発

し
た
。

　
佐
原
は
利
根
川
へ
流
れ
込
む
小
野
川
を
中
心
と
し
て
、

江
戸
時
代
に
、
東
北
各
地
や
蝦
夷
地
か
ら
の
米
や
海
産
物

な
ど
の
商
品
が
、
銚
子
港
に
上
が
り
、
利
根
川
の
水
運
で

江
戸
に
運
ば
れ
た
。
銚
子
は
漁
港
と
し
て
、
ま
た
醤
油
の

町
と
し
て
栄
え
た
が
、
佐
原
は
商
業
・
金
融
の
街
と
し
て

発
達
し
て
き
た
。

　
利
根
川
へ
入
る
小
野
川
の
両
岸
を
中
心
に
発
展
を
し
た

江
戸
時
代
の
情
緒
を
残
す
商
家
や
町
並
み
を
散
策
し
、
八

坂
神
社
の
祭
の
山
車
が
、
展
示
さ
れ
て
い
る
「
山
車
会
館
」

ま
で
、
足
を
延
ば
し
た
参
加
者
も
あ
り
、
句
材
に
事
欠
か

な
い
吟
行
と
な
っ
た
。

　
佐
原
の
吟
行
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
、
日
本
の
忠
実
な
地
図

を
作
製
し
た
伊
能
忠
敬
の
生
家
と
伊
能
忠
敬
記
念
館
を
見

て
回
っ
た
。
江
戸
時
代
の
測
量
の
器
具
、
日
本
全
土
の
地

図
等
を
展
示
し
た
会
場
は
、
多
く
の
観
覧
者
を
集
め
て
い

た
。（
日
本
全
土
の
地
図
は
、最
近
、国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。）

　
句
会
は
、
十
一
時
三
十
分
か
ら
受
付
開
始
、
出
句
の
締

切
り
（
二
句
）
は
、
十
一
時
三
十
分
。
参
加
者
は
、
事
前

の
申
し
込
み
は
、四
十
数
名
で
あ
っ
た
が
、当
日
に
な
っ
て
、

地
元
は
じ
め
、
県
内
の
仲
間
が
駆
け
付
け
、
七
十
三
名
と

い
う
参
加
者
と
な
り
、
盛
会
と
な
っ
た
。

　
十
三
時
開
会
。
北
川
副
会
長
の
司
会
で
始
ま
っ
た
。
能

村
研
三
会
長
の
挨
拶
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
こ
と
、
佐
原
の

歴
史
に
も
触
れ
、
ま
た
秋
の
県
俳
句
大
会
へ
の
参
加
要
請

等
々
に
も
触
れ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
句
稿
が
配
ら
れ
、
投
句
数
一
四
六
句
の
中
か
ら
、

一
般
参
加
者
三
句
選
、役
員
・
理
事
五
句
選
で
選
句
を
実
施
。

小
休
憩
の
後
、十
四
時
十
分
か
ら
篠
塚
雅
世
、前
北
か
お
る
、

加
藤
峰
子
の
三
氏
に
よ
る
披
講
。

　
休
憩
後
、
地
元
「
香
取
郷
友
会
」
の
島
田
七
夫
氏
に
よ

る
「
利
根
川
水
運
に
よ
る
佐
原
の
発
展
の
歴
史
と
人
物
」

に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
、
一
同
興
味
深
く
、
拝
聴

し
た
。

　
そ
の
後
、
句
会
の
再
開
。

　
能
村
会
長
、
増
成
副
会
長
の
講
評
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
選

句
と
注
目
句
に
対
す
る
選
評
に
聞
き
い
っ
た
。

　
十
四
時
五
十
分
、理
事
長
に
よ
る
成
績
発
表
。会
長
よ
り
、

一
位
か
ら
十
五
位
の
作
品
に
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　
十
六
時
、
閉
会
の
後
、
会
場
の
整
理
整
頓
を
し
て
、

十
六
時
十
五
分
終
了
し
た
。
参
加
者
は
再
会
を
約
し
、三
々

五
々
、
佐
原
駅
へ
向
か
っ
た
。
時
節
柄
、
懇
親
会
は
出
来

な
か
っ
た
が
、
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

　
今
回
の
吟
行
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
佐
原
俳
句
連
盟

の
坂
本
正
夫
会
長
以
下
関
係
者
の
に
は
事
前
準
備
等
で
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。ま
た
、

三
浦
侃
理
事
に
は
、
事
前
準
備
か
ら
、
当
日
の
運
営
全
般

に
つ
い
て
担
当
い
た
だ
い
た
。
多
謝
。

（
北
川
昭
久
記
）

小野川沿いの町並み
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秋
季
吟
行
会
作
品
集

能
村
研
三
会
長
特
選

　

晩
学
の
潔
き
か
な
走
り
星　
　
　
　
　
　

滝
口
美
智
子

増
成
栗
人
副
会
長
特
選

　

忠
敬
の
軒
の
燕
も
巣
立
ち
け
り　
　
　
　

須
田　

良
子

秋
尾
敏
副
会
長
特
選

　

伊
能
図
に
空
白
の
あ
り
秋
あ
か
ね　
　
　

髙
橋　

健
文

北
川
昭
久
副
会
長
特
選

　

つ
く
つ
く
し
御
用
測
量
方
の
旗　
　
　
　

宇
根　

幸
子

石
井
紀
美
子
理
事
長
特
選

　

小
野
川
の
橋
に
現
る
秋
の
滝　
　
　
　
　

小
坂
清
一
郎

髙
橋
健
文
副
理
事
長
特
選

　

好
学
の
先
の
伊
能
図
富
有
柿　
　
　
　
　
久
保
内
八
千
代

加
藤
峰
子
事
務
局
長
特
選

　

紅
芙
蓉
商
家
の
間
取
り
つ
つ
ま
し
く　
　

北
川　

昭
久

入
賞
者
と
代
表
作
品
（
○
内
は
順
位
）

　

①
舟
寄
せ
に
歳
月
が
あ
り
秋
の
蝶　
　
　

祐　
　

森
司

　

②
辻
々
に
山
車
の
曳
き
傷
秋
気
澄
む　
　

能
村　

研
三

　

③
舳
先
か
ら
秋
分
か
れ
来
る
小
江
戸
か
な 　
久
保
内
八
千
代

　

④
蔵
ご
と
に
架
か
る
石
橋
水
の
秋　
　
　

野
口　

久
子

　

⑤
伊
能
て
ふ
地
酒
の
あ
り
て
涼
新
た　
　

佐
々
木
和
子

　

⑥
鳥
渡
る
宇
宙
を
語
る
象
限
儀　
　
　
　

岡
澤　

田
鶴

　

⑦
ち
ち
ろ
鳴
く
忠
敬
旧
居
に
昼
の
闇　
　

谷
本　

元
子

　

⑧
行
く
秋
や
番
所
構
へ
の
佐
原
駅　
　
　

清
水
佑
実
子

　

⑨
晩
学
の
潔
き
か
な
走
り
星　
　
　
　
　

滝
口
美
智
子

　

⑩
忠
敬
の
軒
の
燕
も
巣
立
ち
け
り　
　
　

須
田　

良
子

　

⑪
と
ん
ぼ
う
に
風
の
さ
ざ
な
み
水
の
郷　

中
村　

世
都

　

⑫
雁
渡
る
頃
は
忠
敬
ど
の
あ
た
り　
　
　

石
井
紀
美
子

　

⑬
白
鷺
の
百
の
降
り
た
つ
刈
田
あ
と　
　

菊
田　

一
平

　

⑭
秋
高
し
忠
敬
の
地
を
一
歩
づ
つ　
　
　

丸
山　

良
子

　

⑮
悠
悠
で
な
く
て
も
自
適
吾
亦
紅　
　
　

髙
岡
富
美
子

参
加
者
一
覧
（
除
く
入
賞
者
、
七
十
三
名
）

秋
尾　
　

敏　

秋
葉
あ
い
子　

梓　
　

孝
江　

石
川　

笙
児

石
山　

澄
枝　

伊
藤　

和
子　

岩
間　

啓
子　
宇
留
野
ひ
と
み

大
久
保
文
夫　

大
沢
美
智
子　

大
野　

誠
子　

大
政　

建
夫

奥
村　

利
夫　

加
藤　

峰
子　

香
取　

一
郎　

金
子
日
出
子

神
崎　

雅
人　

久
礼　

隆
志　

興
梠　

一
子　

齊
藤　
　

智

坂
本　

節
子　

坂
本　

正
夫　

澤
田　

英
紀　

篠
塚　

雅
世

清
水　

和
子　

鈴
木　

一
満　

諏
訪　

好
道　

染
谷　
　

卓

髙
橋　

宗
史　

多
胡
た
か
し　

多
々
良
幸
子　

戸
村　

達
夫

中
村　

克
功　

中
村　

久
一　

中
山　

和
子　

西
村　

英
雄

原　
　

瞳
子　

平
岡　

育
也　

平
本　

雅
晴　

藤
野　

武
彦

布
施　

和
子　

保
坂　

和
郷　

細
根　
　

栞　

前
北
か
お
る

増
成　

栗
人　

三
浦　
　

侃　

宮
内　

秀
子　

毛
利　

純
子

本
針　

久
子　

矢
萩
ゆ
た
か　

山
崎
み
ち
子　

横
山　

郁
子

吉
﨑
ひ
か
り　

吉
田
石
蕗
女

司
会
の
北
川
昭
久
副
会
長

一
位
　
祐
森
司
氏

新
春
交
流
会
の
ご
案
内

　

令
和
五
年
の
新
春
交
流
会
の
俳
句
会
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
に
鑑
み
文
音
俳
句
会
と
し
、
祝
賀

会
は
中
止
と
し
ま
す
。

　
第
八
回
俳
句
大
賞
の
贈
賞
式
は
例
年
の
通
り
行
い
ま
す
。

日
　
時　
令
和
五
年
二
月
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　
　

受
付
午
後
一
時
～　

会
　
場　
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば　

二
階
ル
ビ
ー

　
　
　
　
　

千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
八
―
五

　
　
　
　
　

℡　

〇
四
三
―
二
四
七
―
七
二
一
一

一
、　
第
八
回
俳
句
大
賞
贈
賞
式　
午
後
一
時
受
付
開
始

二
、　
新
春
交
流
俳
句
会
（
文
音
）　
午
後
二
時
～　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

投　

句　

二
句
（
事
前
投
句
）

　
　

投
句
料　

一
、〇
〇
〇
円

申
込
み
締
切
り
　
令
和
四
年
十
二
月
三
十
日
（
金
）

申
込
み
方
法　
所
定
の
用
紙
に
、
俳
句
二
句
と
指
定

事
項
を
全
て
記
載
の
上
、
投
句
二
句
と
千
円
を
同
封

し
て
左
記
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

（
現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
小
為
替
で
送
付
。
投
句
料
の

返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。）

選
句
は
協
会
役
員
・
理
事
に
て
行
い
投
句
者
全
員
に

作
品
集
を
、
入
賞
者
に
は
賞
品
を
送
り
ま
す
。　

申
込
先

〒
二
八
六
―
〇
〇
四
二

　

成
田
市
南
平
台　

一
一
四
二
―
一
七

　

清
水　

佑
実
子　

方

　

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会　

新
春
交
流
会
係

　

電
話　

〇
四
七
六
―
二
八
―
五
一
四
六　

問
合
せ
先　
新
春
交
流
会
担
当　

平
岡
育
也

　
　

電
話　

〇
四
三
―
二
五
一
―
七
二
八
四
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千
葉
県
俳
壇
ニ
ュ
ー
ス

千
葉
県
俳
壇
ニ
ュ
ー
ス

館
山
市
俳
句
連
盟
第
十
八
回
紙
上
吟
行
句
会

　
（
令
和
四
年
六
月
三
十
日
）

　

館
山
市
俳
句
連
盟
（
庄
司
風
樹
会
長
）
は
第
十
八
回
の

初
夏
の
吟
行
句
会
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
勘

案
し
今
年
も
紙
上
句
会
と
し
た
。
参
加
者
八
十
七
人
、
総

句
数
一
七
四
句
。
選
者
は
、
金
丸
謙
一
、
伊
丹
さ
ち
子
、

庄
司
風
樹
、
東 

国
人
、
石
﨑
和
夫
、
滝
口
照
影
、
酒
井
や

す
じ
、
川
上 

惇
の
各
氏
（
順
不
同
）
だ
っ
た
。

①
万
緑
や
小
鼻
う
づ
め
て
乳
房
吸
ふ　
　
　

 

粕
谷　

艪
水

②
白
南
風
や
阿
波
か
ら
安
房
へ
忌
部
塚　

 　

湯
川　

敬
之

③
草
い
き
れ
ベ
ン
チ
ひ
と
つ
の
古
戦
場　
　

 

池
田　
　

勝

④
牡
丹
の
真
只
中
に
ゐ
て
ひ
と
り　
　
　
　

 

櫛
引　

明
江

⑤
小
さ
き
背
に
慣
れ
て
五
月
の
ラ
ン
ド
セ
ル　
　

小
林　
　

肇

⑥
黙
深
き
「
桜
花
」
基
地
跡
風
光
る　
　
　

 

伊
藤
よ
し
江

⑦
嬶
も
子
も
空
を
自
由
に
鯉
幟　
　
　
　
　

 

山
根　

徳
一

⑧
砂
遊
び
夢
中
の
子
等
に
若
葉
風　
　
　
　

 

川
崎　

一
美

⑨
朝
か
げ
に
今
ほ
ぐ
れ
そ
む
白
牡
丹　
　
　

 

鈴
木　

滋
子

⑩
子
ど
も
ら
の
風
が
こ
ろ
が
す
夏
帽
子　
　

 

田
中　

信
子

選
者　

三
代
の
女
系
の
庭
に
鯉
幟　
　
　
　

 

滝
口　

照
影

選
者　
風
濤
に
生
き
て
八
十
路
や
花
と
べ
ら　

石
﨑　

和
夫

（
石
﨑
和
夫
報
）

木
更
津
市
文
化
祭
第
四
十
六
回
市
民
俳
句
大
会

　

日
時　

令
和
四
年
九
月
四
日
（
日
）
一
時
～

　

会
場　

木
更
津
市
中
央
公
民
館
・
六
階
・
第
七
会
議
室

　

主
催　

木
更
津
市
文
化
協
会　

　

高
点
句
（
三
句
合
点
）
代
表
句

①
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
色
に
草
の
花　
　
　

川
合　

憲
子

②
微
笑
み
は
言
葉
の
は
じ
め
秋
桜　
　
　
　

加
藤　

法
子

③
幼
子
の
ご
と
く
朝
顔
数
へ
け
り　
　
　
　

川
俣
婦
美
子

④
耳
萎
え
て
返
す
笑
顔
や
秋
桜　
　
　
　
　

泉
志　

眞
子

⑤
ひ
と
り
居
の
暮
し
に
余
白
い
わ
し
雲　
　

小
澤　

富
子

⑥
鶏
頭
や
生
家
は
今
も
そ
の
ま
ま
に　
　
　

元
吉
さ
ち
子

⑦
地
下
街
を
出
て
雲
の
な
き
終
戦
日　
　
　

鈴
木　

秀
朗

⑧
ず
つ
し
り
と
重
き
赤
子
や
天
高
し　
　
　

鶴
岡
久
美
子

（
実
行
委
員
長　

川
合
憲
子
報
）

⚫

｜｜ 
結 

社 

賞 

｜｜｜｜⚫

令
和
三
年
度
最
優
秀
作
家
賞

火
炎
賞　

大
見
充
子

　

私
雨
り
ん
ご
の
花
の
咲
く
頃
か　
　
　
　
　
　

充　

子

白
灯
賞　

小
澤
什
一

　

朝
桜
日
常
の
ひ
び
割
れ
に
け
り　
　
　
　
　
　

什　

一

（「
響
焰
」
七
月
号
よ
り
）

第
二
十
回
「
万
象
」
新
人
賞

　

初
鏡
わ
が
顔
ど
こ
か
よ
そ
よ
そ
し　
　
　

三
村　

紀
子

（「
万
象
」
八
月
号
よ
り
）

野
火
九
〇
〇
号
記
念
賞

　

ぽ
つ
か
り
と
緑
の
丘
の
春
の
雲　
　
　
　

和
田　

秀
巳

（「
野
火
」
九
月
号
よ
り
）

令
和
四
年
「
沖
」
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
一
位　
「
道
産
子
」
小
坂
尚
子

　

も
の
の
芽
や
北
方
の
地
に
根
ざ
す
も
の　
　
　

尚　

子

入
選
二
位　
「
陶
を
継
ぐ
」
朝
長
美
智
子

　

万
緑
の
ふ
と
こ
ろ
深
く
陶
の
里　
　
　
　
　
　

美
智
子

入
選
三
位　
「
水
辺
の
暮
し
」
広
海
あ
ぐ
り

　

ぽ
ん
ぽ
ん
船
入
学
式
の
空
弾
く　
　
　
　
　
　

あ
ぐ
り

（「
沖
」
十
月
号
よ
り
）

第
八
回
「
鴻
」
俳
句
賞

第
一
位　
「
矢
立
峠
」
相
川
健

　

無
人
駅
出
で
て
吹
雪
の
中
に
ゐ
る　
　
　
　
　
　
　

健

第
二
位　
「
南
北
に
」
祐
森
司

　

鳥
の
恋
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
の
地　
　
　
　
　
　

森　

司

第
二
位　
「
春
の
音
」
足
立
枝
里

　

眼
鏡
屋
の
レ
ン
ズ
に
冬
の
光
満
つ　
　
　
　
　

枝　

里

（「
鴻
」
十
月
号
よ
り
）

第
二
十
回
万
象
俳
句
賞

万
象
俳
句
賞　
「
水
の
音
」
林　

陽
子

　

雪
形
の
白
鳥
飛
ん
で
行
き
さ
う
な　
　
　
　
　

陽　

子

次
点　
「
水
芭
蕉
」
小
板
橋
泰
山

　

汽
車
降
り
て
ま
づ
被
り
た
る
日
雷　
　
　
　
　

泰　

山

佳
作　
「
麦
刈
り
」
曽
根　

満

　

菖
蒲
葺
く
村
見
下
し
の
兜
屋
根　
　
　
　
　
　
　
　

満

佳
作　
「
旅
心
」
成
瀬
真
紀
子

　

山
と
鳥
映
す
早
苗
田
朝
明
く
る　
　
　
　
　
　

真
紀
子

特
別
賞　
「
つ
れ
づ
れ
」
今
越
み
ち
子

　

五
合
庵
へ
先
へ
先
へ
と
ほ
と
と
ぎ
す　
　
　
　

み
ち
子

（「
万
象
」
十
月
号
よ
り
）

会
員
著
書
紹
介

句
集
『
横
顔
』
須
田
眞
里
子
著

　
「
好
日
」
同
人
の
著
者
が
、
入
会
か
ら
十
年
余
り
の
作
品

を
ま
と
め
た
第
一
句
集
。
著
者
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
木
更

津
市
と
い
い
、
産
土
へ
の
気
持
ち
や
そ
こ
に
暮
ら
す
自
分
、

家
族
を
作
品
の
題
材
と
し
て
い
る
。
日
常
を
詠
う
延
長
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
用
語
を
詠
み
込
ん

だ
俳
句
が
並
ん
で
い
る
の
が
新
鮮
。

　

ひ
と
む
れ
の
ど
こ
か
に
私
鰯
雲

　

花
野
ゆ
く
誰
も
が
少
し
不
仕
合
せ
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県
内
俳
句
協
会
・
俳
句
連
盟
紹
介

　「
伝
統
と
新
し
さ
」

　
　
市
川
市
俳
句
協
会

ひろばひろば
　

江
戸
時
代
に
は
松
尾
芭
蕉
や
小
林
一
茶
、近
年
に
な
っ

て
か
ら
は
正
岡
子
規
や
高
浜
虚
子
、
水
原
秋
櫻
子
も
大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
市
川
を
訪
れ
こ
の
地
の
風
景
を

詠
ん
で
い
ま
す
。
市
内
の
弘
法
寺
境
内
に
は
、
富
安
風

生
の
句
碑
、
小
林
一
茶
の
句
碑
、
な
ど
市
内
各
所
に
句

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
三
年
に
市
川
市
市
民
俳
句
大
会
が
市
川

市
第
一
回
文
化
祭
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
川
の

文
化
活
動
は
俳
句
が
先
導
し
た
と
い
え
ま
す
。
昭
和

三
十
一
年
に
は
「
市
川
市
俳
句
協
会
」
と
し
て
組
織
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

協
会
は
毎
年
、
市
川
市
と
共
催
で
市
民
俳
句
大
会
の

開
催
・
運
営
を
し
ま
す
。

　

本
年
十
一
月
二
十
三
日
に
は
第
七
十
四
回
市
民
俳
句

大
会
を
行
い
ま
す
。
選
者
は
、
市
川
に
縁
の
深
い
十
六

結
社
の
主
宰
・
同
人
な
ど
三
十
名
。
大
会
は
著
名
な
俳

人
に
よ
る
記
念
講
演
に
続
き
、
俳
句
大
会
。
選
者
の
選

と
、
当
日
参
加
者
の
選
と
で
総
合
的
な
成
績
を
決
め
る

方
式
で
す
。
最
後
に
「
当
日
句
」
に
よ
る
「
当
日
句
会
」

が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
市
内
小
学
校
へ
の
「
俳
句
出
前
教
室
」
講

師
派
遣
、短
歌
協
会
・川
柳
協
会
と
の
共
同
で
毎
年
「
新

春
展
」
の
開
催
。
市
川
市
芸
文
協
に
加
盟
し
、『
文
化

集
会
』
や
『
天
空
の
文
化
祭
』
な
ど
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

（
市
川
市
俳
句
協
会
事
務
局
長　

町
山
公
孝
）

あ
び
こ
（
三
六
二
号
）

　

暮
れ
初
め
て
汐
の
匂
ひ
や
月
見
草�

染
谷　
　

卓

い
に
は
（
十
月
号
）

　

火
の
山
の
裾
に
み
づ
う
み
風
青
し　
　
　

 

村
上
喜
代
子

沖
（
十
月
号
）

　

辻
に
来
て
の
の
字
に
廻
す
山
車
の
修
羅　

能
村　

研
三

音
信
（
十
月
号
）

　

落
穂
拾
ひ
終
え
て
ミ
レ
ー
の
夕
心　
　
　

白
鳥
紅
星
子

か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
（
六
三
八
号
）

　

お
供
し
て
雪
解
の
音
を
聞
き
し
日
も　
　

三
枝
か
ず
を

響
焰
（
十
月
号
）

　

栗
色
の
髪
や
わ
ら
か
く
泉
汲
む　
　
　
　

米
田　

規
子

草
の
実
（
九
月
号
）

　

睡
蓮
の
水
を
離
る
る
間
合
ひ
か
な　
　
　

逸
見　

真
三

鴻
（
十
月
号
）

　

ひ
よ
ん
の
笛
吹
き
て
齢
の
こ
と
を
ふ
と　

増
成　

栗
人

好
日
（
十
月
号
）

　

わ
が
胸
の
バ
ス
停
ミ
カ
ド
ア
ゲ
ハ
過
ぐ　

髙
橋　

健
文

鴫
（
十
月
号
）

　

戻
り
梅
雨
博
物
館
の
あ
か
り
窓　
　
　
　

加
藤　

峰
子

軸
（
十
月
号
）

　

永
遠
に
流
れ
る
星
か
君
主
国　
　
　
　
　

秋
尾　
　

敏

獺
祭
（
十
月
号
）

　

夕
月
夜
淡
く
影
ひ
き
女
坂　
　
　
　
　
　

本
田　

攝
子

野
火
（
十
月
号
）

　

秋
口
の
口
さ
び
し
さ
や
昼
す
ぎ
て　
　
　

菅
野　

孝
夫

初
蝶
（
十
月
号
）

　

干
竿
へ
伸
ば
す
二
の
腕
涼
新
た　
　
　
　

中
山　

和
子

万
象
（
十
月
号
）

　

水
中
花
置
く
女
子
大
の
門
衛
所　
　
　
　

江
見　

悦
子

百
鳥
（
十
月
号
）

　

松
虫
草
化
石
を
偲
び
師
を
思
ふ　
　
　
　

大
串　
　

章

ろ
ん
ど
（
十
月
号
）

　

は
る
ば
る
と
来
て
露
草
の
心
持
ち　
　
　

す
ず
き
巴
里

新
入
会
員
一
句

受
贈
誌
よ
り

朴
の
花
遠
き
山
へ
と
雲
流
れ　
　
　
　
　
　

中
村　

重
雄

赤
と
ん
ぼ
追
う
て
終
ら
ぬ
写
生
の
子　
　
　

川
崎
登
美
子

基
金
御
礼
（
令
和
四
年
六
月
一
七
日
以
降
）

　

齊
藤　

陽
子　
　

増
成　

栗
人　
　

石
田
き
よ
し

　

三
浦　
　

侃　
　

木
村
秋
草
子　
　

谷
本　

元
子

　

秋
尾　
　

敏　
　

西
野　

桂
子　
　

小
出
美
千
代

　

佐
藤　

映
二　
　

吉
岡　

真
琴　
　

志
田
佐
代
子

　

小
林　

愛
子　
　

齋
藤　

一
子　
　

高
橋　

道
子

　

飯
田　

協
子　
　

中
村　

世
都

　（
令
和
四
年
一
〇
月
一
五
日
現
在
：
三
五
・
五
口
、七
万
一
千
円
）

　

横
顔
と
い
ふ
は
正
直
夜
の
秋

　

ふ
ぢ
は
ら
の
な
に
が
し
数
多
飛
花
落
花

（
令
和
四
年
九
月
発
行
・
文
學
の
森
）

句
集
『
宇
宙
』
藤
岡
貞
夫
著

　

著
者
は
「
か
ま
つ
か
」
同
人
会
長
で
柏
市
俳
句
連
盟
会

長
と
し
て
活
躍
の
後
、
現
在
は
顧
問
を
務
め
て
い
る
。
本

書
は
、
平
成
二
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
句
集
『
大
地
』
に

続
く
第
二
句
集
。
眼
前
の
素
材
か
ら
短
い
言
葉
で
核
心
を

つ
か
ん
だ
表
現
が
印
象
深
い
。「
大
宇
宙
の
神
秘
」
に
魅
せ

ら
れ
た
著
者
な
ら
で
は
の
世
界
。

　

夜
の
新
樹
づ
き
ん
づ
き
ん
と
血
の
流
れ

　

水
馬
水
に
濡
れ
ず
に
水
に
棲
む

　

枯
蓮
の
骨
の
一
徹
水
を
刺
す

　

初
雪
を
の
せ
考
へ
る
木
と
な
り
ぬ

（
令
和
四
年
十
月
発
行
・
喜
怒
哀
楽
書
房
）
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千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
　
運
営
基
金
の
お
願
い

　
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

運
営
基
金
を
募
集
致
し
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
◇
一
口
　
　
二
千
円

　
◇
送
付
先
　
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
基
金
口

　
　
郵
便
振
替 
〇
〇
一
四
〇

−

〇

−

七
九
二
〇
八
三

基
金
に
ご
協
力
頂
い
た
方
の
ご
芳
名
を
会
報
「
真
木
」
に

記
し
領
収
に
替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
第
三
回
理
事
会
　

日
時　

令
和
４
年
８
月
27
日
（
土
）

会
場　

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花　

４
階　

槙
Ⅰ

議
事　

１　
令
和
４
年
度
第
64
回
千
葉
県
俳
句
大
会
に
つ
い
て

　
　
　

２　
令
和
４
年
度
香
取
市
佐
原
市
内
秋
季
吟
行
会
に
つ
い
て

　
　
　

３　

令
和
４
年
度
新
春
交
流
会
に
つ
い
て

　
　
　

４　

第
37
回
協
会
賞
の
募
集
に
つ
い
て

　
　
　

５　

第
８
回
千
葉
県
俳
句
大
賞
募
集
に
つ
い
て

　
　
　

６　

会
報
「
真
木
」
二
〇
三
号
に
つ
い
て

　
　
　

７　

そ
の
他　

事
務
局
報
告

会
員
異
動

　
新
会
員

　

中
村　

重
雄
（
千
葉
市
）、
川
崎　

登
美
子
（
船
橋
市
）

　
謹
　
訃
　
　

　

座
古　

稔
子

　
　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
日
誌

編
集
後
記

　

今
号
が
編
集
長
と
し
て
四
号
目
の
「
真
木
」
と
な
り
ま
す
。

最
初
の
一
年
は
、
遅
刊
等
の
ト
ラ
ブ
ル
で
ご
心
配
を
お
掛
け

し
ま
し
た
。
安
定
し
た
発
行
を
心
が
け
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
前
北
か
お
る
）

【応募条件】	 千葉県内に在住し、令和 3年 12月 1日～令和 4年 11月 30日までに刊行した		
	 句集より審査します。当協会に加盟されているか否かは問いません。現在当協会	
	 の役員をされている方は応募できません。

【応募方法】	 自薦、他薦は問いません。下記の宛先まで句集と句集からの自選 20句をお送り		
	 ください。20句はＡ４用紙 1枚（冒頭に句集名・作者名を記入してください）

【応募締切】	 令和 4 年 11 月 30 日（水）
【顕　　彰】	 大賞　表彰盾、副賞 5万円
	 準賞　表彰盾、副賞 3万円・奨励賞　表彰盾、副賞 1万円

【応 募 先】	 〒 265-0077　千葉県千葉市若葉区御成台 3-26-6　石橋みちこ方
	 千葉県俳句作家協会顕彰部「俳句大賞」係
	 ※封筒の表に「俳句大賞応募」と朱書きしてください。

【選考委員】	 能村研三　増成栗人　秋尾　敏　北川昭久　石井紀美子　村上喜代子
【表　　彰】	 令和 5年 2月 12日（日）　新春交流俳句会の席上にて表彰致します。

【募集作品】	 20 句　新作未発表の作品で「題名」を付す
【投 句 料】	 3,000 円　応募作品に郵便小為替同封のこと
【締　　切】	 令和 4 年 12 月 15 日（木）必着
【選　　者】	 秋尾　　敏　　石井紀美子　　加藤　峰子　　北川　昭久　　染谷　　卓　　
	 髙橋　健文　　能村　研三　　増成　栗人　　村上喜代子

【　 賞 　】	 表彰状　副賞（3万円）
【発　　表】	 会報「真木」誌上に発表
	 令和 5年 5月 21日（日）　千葉県俳句作家協会総会の席上で表彰

【投 句 先】	 〒 273-0046　千葉県船橋市上山町 3-608-22　鎌田光恵方
	 「千葉県俳句作家協会事務局」宛

【投句用紙】	 ◇Ｂ４版　400字詰め原稿用紙 1枚を使用
	 ◇右欄外に「題名」
	 ◇末尾欄外に「郵便番号・住所・姓号・電話番号・所属・俳歴・年齢」を楷書で明記。
	 ◇右上欄外に「新仮名遣い使用」あるいは「旧仮名遣い使用」と明記
	 ※千葉県俳句作家協会会員対象となります。ご入会手続き完了後ご応募願います。

第 8 回 千 葉 県 俳 句 大 賞

第 3 7 回 協 会 賞 の 作 品 募 集
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koh

心
を
満
た
す
俳
句

歩

い

て

俳

句

「鴻」俳句会

主宰　増成栗人
師系　角川源義　吉田鴻司

発
行
所

◆
誌
代
／
年
間 

一
二
、〇
〇
〇
円

松
戸
市
三
矢
小
台
二-

四-

一
六 

谷
口
方

電

　話 

〇
四
七-

三
六
三-

四
五
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七-

三
六
六-

五
一
一
〇

〒271
-0087

創
刊 

鳥

居

三

朗

師
系 

今
井
杏
太
郎

主
宰 

飯
田

　晴

雲
発
行
所

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七
・
四
八
七
・
七
一
二
七

八
千
代
市
勝
田
台
一-

七-

一

　
　
　
　
　
　
　
　Ｄ-

一
〇
〇
五

〒
276-
0023

鴫 俳 句 会

代表　加藤　峰子
創刊　田中午次郎
再刊　伊藤　白潮

〒260-0852
千葉市中央区青葉町 1274-14
　　　　　　　　　　 加藤方
電話・FAX  043-225-7115

月刊俳誌

〔
お
き
〕

月刊俳誌

俳句ルネッサンス

主　　宰　能村　研三

創刊５０周年

軸 俳 句 会

主宰　秋尾　敏

８４円切手３枚で見本誌贈呈

〒278-0005
野田市宮崎９５-４
電話  ０４-７１２２-３９２１
Fax  ０５０-５５５２-９１１０

新会員募集中

誌　代　１年／１５,６００円
半年／１７,８００円

見本誌　１冊 ８００円

沖 発 行 所
〒２７２-００２１ 市川市八幡６-１６-１９

ＴＥＬ　０４７-３３４-４９７５
ＦＡＸ　０４７-３３３-３０５１
振 替 ００１７０-６-１６１５５２

月
刊
自
然
と
人
間
の
一
体
化
を
目
指
す

名
誉
主
宰

　長
峰
竹
芳

主

　
　宰

　髙
橋
健
文

誌
代

　一
年

　

 

一
二
〇
〇
〇
円（
送
料
共
）

電
話

　〇
四
七-

七
一
三-

六
四
九
五

振
替

　〇
〇
二
五
〇-

一-

一
四
一
二
七
八

好

日

俳

句

会

千
葉
県
松
戸
市
中
金
杉
二
ノ
七
八

〒
270-
0007

現
代
俳
句
同
人
誌

遊

　牧

代
表

　塩
野
谷

　仁

同
人
費

　一
年

　二
〇
〇
〇
〇
円

誌
友
費

　一
年

　
　六
〇
〇
〇
円

遊
牧
俳
句
会

船
橋
市
本
郷
町 

五
〇
七-

一-

二-

三
〇
七

〒273-
0033

電

　話 

〇
四
七-

三
三
六-

一
〇
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七-

三
一
五-

七
七
三
八

一度きりの今を楽しむ

－いには俳句会－

ＨＰ検索：いには俳句会

主宰　村上喜代子

新会員歓迎・添削指導します。

誌代１年 12,000円（月刊）
　　半年   6,000円 見本誌 500円

〒276-0036
千葉県八千代市高津３９０-２１１
電話　０４７-４５８-１９１９
Fax　０４７-４５８-１８９５
振替　００２８０-９-１３１４６９

俳
誌

　あ
び
こ
　
　主
宰

　染
谷

　
　卓

誌
代
（
隔
月
刊
）

　
　

 

一
年

　四
〇
〇
〇
円

郵
振
替 

〇
〇
一
〇
〇－

四－

一
八
九
〇
七
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四－

七
一
八
二－

四
四
四
一

我
孫
子
市
下
ヶ
戸
二
八
五

あ
び
こ
俳
句
同
好
会

〒
270-

1138

http://shigi-haikukai.com/

（しぎ）

誌代１年　12,000円
（見本誌　500円）


